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道路情報システムの現状

乾由美、金安公造(長大)

1剣道路情報システム

自動車保有台数の増加、行動範囲の広域化、夜間交通の増加等により、道路利用者の

道路交通情報に対するニ}ズは増加し、かつ、その内容は高度化している。特に、峠部

等の障害の多い区間を通行する際に、ドライパ}の道路交通情報に対するニーズが高く

なっている。また、交通量の増加に伴い、渋滞が頻繁に発生したり、目的地までの所要

時間が予測ができなかったり、利用可能な駐車場を探すことが難しいということが日常

的に生じている。

これらの問題点を解決し、円滑かっ快適なドライブのために、現在、次のような道路

情報システムが整備されている。

( 1 )道路交通情報システム

道路交通情報システムは道路の監視を機器等によって行ない、日常の道路管理の

高度化を図るとともに、道路利用者に道路情報板と路側通信を用いて、渋滞、事

故、気象および通行止め等の各種道路情報を迅速に提供することにより安全で円滑

な道路交通の確保を目指して作られているシステムである。

現在、北海道では一般国道の気象障害の多い主要な蹄を中心に整備が進められて

いる。

(2) トンネル防災システム

トンネル防災システムはトンネル内の事故、火災等の非常事態の発生を迅速に、

道路管理者および道路利用者に知らせるシステムである。

トンネル防災システムとして必要な機器はトンネルの等級によって決められてい

る。

(3)駐車場案内システム

駐車場案内システムは都市内の駐車場利用者が駐車場を円滑に利用できるよう

に、駐車場の場所と空き状況を路側に設置した専用の表示板で知らせ、都市内の駐

車場の有効利用を図ることを目的としたシステムである。システムの導入により、

路上駐車の減少、駐車場探しのためのノロノロ運転や無駄な交通、空き待ちの車に

よる交通混雑の減少等を圏る効果を持つ。
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図1 道路情報システムの現状

(提供先:北海道開発局)



L 道路交通情報システム

2-1 情報収集機器

( 1 )道路パトロ…jレ

道路の異常を巡回により、職員の目視で監視する。一般留道の場合、毎日 l間車

で管理区間を巡臨する例が多い。

(2)気象情報収集装置

従来は雨最の計測が中心(雨量テレメ}タ)であったが、最近は、雨量、風向・

風速、気温、積雪等の気象状況を総合的に収集する例も見られる。

( 3 )路面凍結計

路面上の水分と温度を非接触で検出し、これらの信号を処理することにより、路

面状態を乾燥・湿潤・積雪・凍結に分類判定する方式が一般的である。

(4)視程計

投・受光部による光線の透過程度や投党部からの光線の散乱程度により、視程

(視界)を定量的に計測する。

( 5)車両感知器

道賂上方に設置した感知器ヘッドや路面に塩設されたlレ}プコイルから、通過し

た車両台数や走行速度を測定する。

(6) 1 TVカメラ

現地に設置された監視カメラの密像を中央で遠隔制御して監視する。

2-2 情報提供機器

( 1)道路情報板

収集された道路情報を文学で表示しドライパーに提供する。表示できる文字数に

制限はあるが、路線上の情報板を読むだけで情報を入手することが可能であるの

で、多くのドライパーに情報を提供することができる。

(2)路側通信システム

一般閣議では道路情報ラジオ、高速道路ではハイウェイラジオ(主主して道路公

団)と呼ばれることが多い。

収集された道路情報を文章化し音声でドライパ}に提供するシステムで、運用に

は放送免許が必要である。提供区間はあらかじめ決められており、案内板によっ

て、放送の有無が利用者に知らされる。道路情報板よりも多くの情報を提供するこ

とが可能であるが、情報の入手のためにドライパ}はラジオのスイッチを入れ、周

波数 (AM波、 1620kHz)を合わせる必要がある。
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( 3)テレフォンサ}ピス

路線の道路情報ついて一般電話回線を用いて'情報提供を行なうシステムである。

テレフホンサ…ぜスを利用することにより、ドライパーは事前に道路情報を入手す

ることが可諮であり、経路選択の参考にすることができる。

(4)道路情報タ}ミナル

より多くの情報を提供するための拠点的情報提供施設である。設置される主な機

器は、道路?育報提供表示板、路側通信モニター、 ITVテレピモニタ…、ピデオ

テックス等である。また、休憩施設、電話、トイレ等の設備も同時に整備される例

が多い。

3. トンネル防災システム

( 1 )トンネル非常警報装麓

トンネJレ内に非常事態が発生した場合、非常ボタンを押して、道路管理事務所に

非常事態の発生を知らせる。

(2)非常電話

トンネル内に非常事態が発生した場合、道路管理事務所に状況を知らせる電話で

ある。

(3) トンネJレ非常警報板

トンネル内に非常事態が発生した場合、 トンネルの手前でトンネル内の状況を文

字で知らせる。

(4) トンネルラジオ再放送設備

平常時はラジオの再放送を行ない、トンネル内でもラジオが聴けるようにし、 ド

ライパ}がラジオのスイッチを切らないようにする。トンネル内で車両火災や事故

等が発生した場合には、通常の放送と開ーの周波数で行なわれているラジオ再放送

に割り込みして、道路摺報を提供する。

4.駐車場案内システム

( 1 )情報収集

対象地域の駐車場の利用状況をNTT回線等の通信回線を利用して伝送し、中央

の管理室で情報処理を行なう。

(2)情報提供機器

駐車場の位置およぴ利用状況を知らせる o 都心部周辺ではおおまかな地区ごとの

利用状況、都心部では各個別駐車場の利用状況と情報提供を行なう場所に応立て、
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提供の方法が検討されている口また、各個別駐車場の入り口の案内および空き状況

の表示も行なわれる。

5.そのイ也のシステム

5-1 所要時間提供システム

現荘の交通状況から自的地までの所要時間を予測し、所要時間提供専用の情報板

もしくは一般の遊路情報板、路側通信システム等で提供するシステムである。

現在、高速道路を中心に整備が進められている。

5-2 賂車簡通信システム

路車開通信システムは、道路交通情報通信システムVICSの一環として、道路

上に設置した'摘報通信施設(ピ…コン)とマイコン付きの車載機器との問で通信を

行なうことにより情報を提供する、運転支援情報提供システムである。路車開通信

システムは次のような多様な機能を有する

現在、 3大都市圏において実用化実験が行なわれている。

①現在位置案内 : 現者走行中の路線名、地名等を伝える。

②道路事情案内 道路構造等の道路条件を伝える。

③ ナピゲ}ション: 車両の現在位置を明確にするとともに、目的地への的確

な経路探索、経路誘導を行なう。

③情報サーピス : 道路交通情報や駐車場情報等の情報を提供する。

6.道路情報システムの今後

道路情報システムは現状ではそれぞ、れのシステムが単独で整備されている。しかし、

今後は各道路情報システムの総合的な整備を行ない、道路情報の全体的な把握、他機関

との必要'情報の情報交換等がよりスムーズに行なわれるように整備することが望ましい。
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